
　知床の川を歩くと、「ビッ、ビッ」と
鳴く黒っぽい鳥を見かけます。声の
主はカワガラスです。名前にカラスと
つきますが、街中で見る黒いカラス
の仲間ではなく、大きくはスズメの仲
間です。北海道から九州までの渓流
に棲みます。地形が急峻な知床半島
の川では、下流部でも岩がゴツゴツ
して流れが速いため、河口近くでも
その姿を見ることができます。

潜水の名人！
　カワガラスを観察していて驚くの
は、流れの速い川の瀬に飛び込み、
時には急流に流されながら潜水をす
ることです。最初のうちは、流れに
のみこまれて死んでしまうのではない
かと心配になりますが、ケロッとした
表情で再び水面に現れます。彼らは
そんな風に潜ったり、歩き回って顔
だけ水につけながら、川底にいる昆
虫や小魚を捕まえて食べるのです。

マスの卵は秋のご馳走！？
　秋頃になると、知床の川にカラフ
トマスが遡上してきます。遡上数の多
い年には、川が真っ黒になるくらい
やってきます。カワガラスが餌を採っ
ていた川の瀬もカラフトマスでびっし
りと埋め尽くされてしまいます。自分
よりもはるかに体の大きな魚に埋め
尽くされた川で、カワガラスはちゃん
と潜水して餌をとれているのでしょう
か。観察してみると... いました！ ちゃ
んとカラフトマスの間を縫って潜水し
ています。なにやら、オレンジに光る
もの咥えて水面に戻ってきました。カ
ラフトマスの卵を咥えています！ 石の
上に乗って美味しそうにいくらを食べ
ていました。他のカワガラスを観察し
ても、同じようにいくらを食べる姿が
見られました。人と同じように、カワ
ガラスにとってもマスの卵はご馳走の
ようです。
　カラフトマスは産卵の時に、川底

を掘って卵を産みます。この時に、
掘った穴に卵がうまく入らずに一部が
流されてしまうことがよくあります。
また、掘った場所にすでに別のメス
の卵が産み落とされていた場合、先
に埋められていた卵は掘り返されて
流されてしまうことがあります。カワ
ガラスはこのこぼれて流された卵を
狙い、得意の潜水で拾って食べてい
るようです。サケやマスが多く遡上す
る知床周辺地域ならではのカワガラ
スの姿かもしれません。秋になった
ら、ぜひ川を覗いて見てください。
小さな鳥がいくらを求めて急流に潜
る姿を見ることができるかもしれませ
ん。
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渓流に潜る鳥 “カワガラス”


